
　

県
内
で
も
、
よ
う
や
く
「
行
政
評
価
」
に
主
体
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
が
出
始
め
た
。
三
重

N
ew
P
u
b
lic
M
an
agem

en
t

県
が
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（ 
  
  
 
 
     
  
    
  
 
）
の

考
え
方
を
平
成
七
年
に
国
内
で
初
め
て
導
入
し
て
八

年
が
経
過
し
た
。
三
重
県
で
は
先
行
組
に
つ
き
も
の

の
試
行
錯
誤
は
あ
っ
た
も
の
の
、
評
価
シ
ス
テ
ム
を

着
実
に
進
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
国

内
各
地
で
独
自
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
う
自
治
体
が

相
次
ぎ
登
場
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
世
界
で
は
従
来
の
行
政
運
営
に
み

ら
れ
た
モ
デ
ル
後
追
い
の
後
発
の
メ
リ
ッ
ト
が
な

い
。
先
行
組
の
モ
デ
ル
を
借
用
し
導
入
し
て
み
た
も

の
の
、「
行
政
評
価
」
の
本
質
を
理
解
し
な
い
ま
ま
取

り
組
ん
だ
た
め
組
織
の
意
識
改
革
が
伴
わ
ず
立
ち
往

生
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
一
見
す
る
と
Ｎ
Ｐ

Ｍ
の
よ
う
な
顔
は
し
て
は
い
る
も
の
の
、
中
身
が
違

う
ケ
ー
ス
が
案
外
多
い
よ
う
だ
。
シ
リ
ー
ズ
最
終
回

に
当
た
り
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
本
質
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、「
説
明
責
任
」
と
訳
さ
れ
た
「
ア
カ
ウ
ン
タ

A
ccou

n
tab
ility

ビ
リ
テ
ィ
ー
」（ 
    
 
   
     
）
に
つ
い
て
。
そ

の
意
味
は「
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
説
明
す
る
こ
と
」

と
い
う
解
釈
が
定
着
し
た
観
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
Ｎ

Ｐ
Ｍ
誤
解
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
は
右
図
の
よ
う
に
五
段
階
の
要

素
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
担
保
す
る
意
味
が
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
段
階
で
求
め
ら
れ
る
Ｐ
を
行
政
機
関
と
し

て
果
た
せ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
本
来
の

意
味
で
あ
る
。
日
本

に
な
か
っ
た
概
念
な

の
で
理
解
す
る
の
が

難
し
い
面
が
あ
る

が
、「
行
政
評
価
」（
政

策
評
価
）
で
は
上
図

の
よ
う
に
評
価
の
対

象
も
主
体
も
さ
ま
ざ

ま
な
の
で
、
五
つ
の

レ
ベ
ル
に
関
す
る
こ

と
で
問
い
た
だ
さ
れ

た
場
合
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
る
。
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焦点

政策評価と行政改革
（8）計画、予算、組織と評価

荘銀総合研究所 副理事長　石川　敬義

政策評価 

住民評価 

議会評価 

首長評価 

内部評価 

政治評価 

行政評価 

監査・会計検査 

施策評価 事務事業評価 

経営評価 

財務評価 

組織評価 

政策 
（Policy） 

施策 
（Program） 

政策の選択 

目標の設定と 
達成 

効率的、効果 
的な資源配分 

透明性と民主 
的な手続き 

遵法と執行の 
公正 

組織 
（Performance） 

方法・過程 
（Process） 

法律・制度 
（Promise） 

政策評価の構造（評価対象別）

政策評価の構造（評価主体別）

アカウンタビリティー・レベルの５P



評
価
を
行
う
本
来
の
意
味
も
情
報
の
不
確
実
性
を
少

な
く
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

次
い
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
行
政
評
価
が

予
算
査
定
の
手
段
、
事
務
事
業
見
直
し
の
ツ
ー
ル
に

使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
評
価
を

行
っ
た
結
果
の
事
務
事
業
見
直
し
、
予
算
削
減
で
あ

れ
ば
問
題
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
本
質
を

脇
に
置
き
、
初
め
に
予
算
削
減
、
事
務
事
業
削
減
あ

り
き
で
取
り
組
む
ケ
ー
ス
が
案
外
多
い
よ
う
だ
。
か

つ
て
の
事
務
事
業
評
価
活
動
と
混
同
さ
れ
て
い
る
観

が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
概
念
を
筆
者
な
り
に
整
理
し
た

の
が
左
図
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
概
念
を
導
入
す
る
意

味
は
「
積
極
的
な
情
報
開
示
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

民
間
の
企
業
経
営
の
理
念
や
手
法
を
使
っ
て
効
率
的

な
行
財
政
運
営
、
情
勢
変
化
へ
の
対
応
力
向
上
、
地

域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
」
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
理

念
や
手
法
の
基
本
要
素
が
、
顧
客
志
向
、
成
果
主
義
、

競
争
原
理
、
権
限
委
譲
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
下

の
行
政
の
諸
制
度
は
四
要
素
を
す
ん
な
り
受
け
入
れ

ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。
従
っ
て
、
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
も
変
質
し
て
導
入
さ
れ
て
し
ま
う
。
意
識
改
革

運
動
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
三
に
、「
行
政
評
価
」
の
概
念
で
あ
る
。
行
政
評

P
erform

an
ce
M
easu

rem
en
t

価
と
は 
      
  
    
    
   
  
 
（
業
績
評

価
）
の
訳
語
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
経
営
資
源
を
投

入
し
て
達
成
さ
れ
た
度
合
い
を
測
る
手
段
に
過
ぎ
な

い
。
だ
が
、
現
実
は
測
定
結
果
を
そ
の
ま
ま
行
政
運

営
に
使
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。そ
れ
は
、

お
手
盛
り
行
政
、
行
政
独
裁
に
つ
な
が
り
、
顧
客
志

向
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
に
反
す
る
。
競
争
原
理
が
働

か
な
い
行
政
組
織
に
は
理
解
し
が
た
い
面
が
あ
ろ
う

が
、
行
政
組
織
が
測
定
し
た
結
果
は
内
部
資
料
に
過

ぎ
な
い
。
測
定
結
果
の
判
定
の
過
程
で
納
税
者
、
有

権
者
、
主
権
者
で
あ
る
住
民
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
導
入
の
先
行
自
治

体
で
成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
い
ず
れ
も
こ
の
点
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

山
形
県
が
去
年
十
月
、「
政
策
評
価
分
析
」
結
果
を

発
表
し
た
。
政
策
（
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
十
一
項

目
、
施
策
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
す
る
施
策
）
四

十
項
目
に
つ
い
て
、
数
値
指
標
の
現
況
値
、
目
標
値

を
示
し
な
が
ら
県
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
施
策
の
認

知
度
、
満
足
度
、
貢
献
度
、
必
要
度
を
測
定
し
、
施

策
の
見
直
し
、
改
善
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
を
平
成
十
五
年
度
の
予
算
編
成
に

反
映
さ
せ
た
と
い
う
。
ど
の
程
度
経
営
資
源
を
投
入

し
た
結
果
の
満
足
度
な
の
か
、
事
業
遂
行
の
プ
ロ
セ

ス
と
貢
献
度
と
の
関
係
、
事
業
の
重
要
性
と
必
要
度

と
の
関
係
な
ど
に
疑
問
は
残
る
が
、
政
策
評
価
を

行
っ
た
こ
と
自
体
が
画
期
的
で
あ
り
、
総
花
的
な
県

総
合
計
画
を
戦
略
計
画
に
変
え
る
ス
テ
ッ
プ
と
見
る

こ
と
も
で
き
る
。

　

だ
が
、
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
は
い
え
、

評
価
者
が
行
政
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
行
政
の
内

部
資
料
に
過
ぎ
な
い
。
評
価
結
果
を
判
定
し
次
の
政

策
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
最
終
意
思
決
定
権
者
は
県

民
で
あ
る
。
政
策
選
択
プ
ロ
セ
ス
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
ー
も
評
価
対
象
に
し
た
い
。　
　
　
 　
（
完
）
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NPMによる自治体改革の構造 

P l a n D o S e e

計画 実施 評価 

ア
カ
ウ
ン
タ 

ビ
リ
テ
ィ
ー 

評
　
価 

要
　
素 

会
　
計 

制
　
度 

行
　
政 

組
　
織 

事
　
務 

事
　
業 

評
　
価 

シ
ス
テ
ム 

行
政
の 

ミ
ッ
シ
ョ
ン 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

サ

イ

ク

ル 

アウトカム 

負担と応益 

パフォーマンス向上 

改善策提案 

住民満足向上 

達成度測定 

政策目標達成 

アウトプット 

ＶＦＭ 

業務改善運動 

達成度報告 

透明性確保 

数値指標設定 

経営資源配分 

インプット 

発生主義 

権限責任委譲 

政策の約束 

合意の形成 

ミッション明確化 

地域課題把握 


